
 

 

 

 

  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAMプロジェクト」 

ONE-TEAM News 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 

 

令和８年（2026年） 

第９号 
２月 12日 

 

産学連携のコーディネートを担う教員の育成に向けて 
  本通信の第８号（R8.1.27 発行）では、第 29 期北海道産業教育審議会建議の内容を踏まえ、高校と産業界が一

緒に人材を育成していく意識を醸成する取組事例を紹介しました。 
本号では、同建議で示された(下記参照)産業界との連携において、コーディネートを担う教員の発掘・育成・

活用、そのための環境整備について、参考となる事例を紹介します。 
紹介します。 

 

事例１ ウェブサイト「マナビカエル」の事例を参考にした連携（文部科学省）  

文部科学省では、高校教員のためのポータルサイト「マナビカエル」を開設しており、全国の様々な特色・魅力ある高
校の取組や、指導事例を集めて紹介しています。高校の特色化・魅力化のプロセスを紹介する「先生の話を聴く」ページ
と、全国の専門高校からデジタル教材の工夫と成果を紹介する「授業事例を知る」ページの２つがあります。 

「先生の話を聴く」ページでは、「探究的な学習」や「産業界との連携」などのキーワードで事例を検索することが可能
です。また、「授業事例を知る」ページでは、農業や工業など、学科等の条件で事例を絞り込むことも可能です。 

産学連携に役立つ多くの事例が掲載されていますので、実社会の課題を解決しようとする探究的な学びや、大学や産業
界等と連携した高度かつ実践的な学びに取り組むに当たって、是非、参考にしてください。 

例２ 学校を支えるコンソーシアムを設立し、教育活動の魅力を図る（函館工業高校定時制） 

 

  【産業界との連携においてコーディネートを担う人材について】※第 29 期北海道産業教育審議会建議より抜粋・編集  
◆ 連携の担当者は、企業の担当者との連絡調整や事業の企画運営、校内調整など、多様な役割を担うこ
とから、各学校においては、こうした人材の発掘、育成、活用、そのための環境整備が重要となる。 

◆ そのため、コーディネートに関わる業務を各学科の業務や校務分掌に位置付けるなど、業務の見える
化を図るとともに、連携先や連携内容などに応じて、担当者が臨機応変に対応できるよう、校内体制を
整えることも有効である。 

【出典】名寄商工会議所ウェブサイト 

「先生の話を聴く」ページ 

留萌高校は、令和７年８月、生徒と地域との結び付きを強化し、地域産業を支える人材の育成はもとより、市外進学先
からのＵターン人材の育成などを目的として、留萌商工会議所と連携協定を締結しました。 

連携事項には、高校が必要とする講師の派遣や、「総合的な探究の時間」に対する支援などが含まれており、現在は、こ
れまで以上に、留萌管内の産業や経済に関する実践的・体験的な学習が展開されています。 

留萌商工会議所の大石会頭からは、「企業と学校の距離が近くなることで生徒が企業に興味をもち、今後の留萌の発展
につながってほしい」と期待されています。 

「授業事例を知る」ページ 

事例２ 地域の経済団体と連携協定を締結し、産業界と連携した人材育成（留萌高校） 

【出典】文部科学省ウェブサイト「マナビカエル」 

文部科学省マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジ
ェクト」（R6～7 年度）の取組や、専門高校と産業界との持続可能な連携に資する情報、
さらには各高校で取り組んでいる好事例について情報提供します。 

「北の専門高校

ONE-TEAM プロジ

ェクト」の詳細は

こちら→ 
 

協定書を手にする左から
中西市長、校長、大石会頭               

留萌市立病院 興北建設株式会社 ホテルニューホワイトハウス             
＜インターンシップの様子＞ 



 

 

 

本セミナーの当日の様子や参加者の声については、右の二次元コード 
から「セミナーレポート」を御覧ください。 

 

 

 DX ハイスクール事業（半導体重点枠）に取り組んでいる札幌工業高校では、北海道大学、Rapidus（株）、ミツミ電機
（株）、デンソー北海道（株）など、半導体や IT 分野における有識者を構成員とした事業運営委員会「テクノロジー人材
育成フォーラム」を開催しています。 

本フォーラムには、管理職のほか、事業の企画・調整等のコーディネート業務を担う各科長の教員が参加していますが、
本校での人材育成と連携体制の持続化を目的に、科長以外の教員に対しても見学・参加を促しています。この結果、多く
の工業科教員に加え、共通教科の教員も参加するなど、産学連携の意識が校内で広く醸成されており、学校全体としての
事業が展開されています。 

産業実務家教員ミーティングを開催 
 

事例３ 校内で連携のコーディネートを担う人材の発掘・育成（札幌工業高校） 

第２回テクノロジー人材育成フォーラム         大学教授による半導体に関する出前授業 
(奥後列は見学する教員)     

 
 

スマート農林水産業理解促進セミナーを開催 
 

 令和８年１月 20 日(火)、産業界等の関係者が、産学連携の意義や事例を共有し、互いの知見を深めるとともに、横の連
携を築くことで、専門高校における産学連携のさらなる充実・発展を図ることを目的に、産業実務家教員ミーティングをオ
ンラインで開催しました。 
全道から産業実務家教員、企業関係者など 13 名に参加いただき、参加者は、高校と産業界の持続可能な連携の在り方な

どについて理解を深めました。 

＜内 容＞ 
(1) 説 明 第 29 期北海道産業教育審議会建議 

「本道産業の担い手育成に資する産業教育の在り方に関する調査」について 
       （第 29 期北海道産業教育審議会副会長 明田川 知美 氏） 

(2) 発表① 高校との連携で企業が得たもの 
       （ニデック SVプローブ電子（株）西山 香織 氏） 

(3) 発表② 建設業界を目指したきっかけ～産学連携が生んだ人とのつながり～ 
       （苫小牧工業高校建築科３年 堂畑 麗音 さん） 

(4) 協 議 高校との連携の望ましい在り方について 

 令和８年１月 20 日(火)、高校及び中学校の教員や中高生の保護者等が、スマート農林水産業に関する理解を深めると
ともに、農林水産業の価値や魅力を発見するため、オンラインセミナーを開催し、全道から農林水産業関係者等を合わ
せて 39 名に参加いただきました。 

＜内 容＞ 
(1) 講 演 ① 「スマート農業の現状とこれからの方向性」 
       （帯広畜産大学 佐藤 禎稔 氏） 
(2) 講 演 ② 「ドローンを活用したスマート水産業の今後の 

可能性について」 
       （（株）大歩 中村 徹也 氏） 
(3) 事例発表 「データ駆動型農業の実践に向けた学習」 
       （岩 見 沢 農 業 高 校 農 業 科 学 科 ２ 年 戸田 匠翔 さん 

四釜 悠瑚 さん） 
(4) 質疑応答 

帯広畜産大学の佐藤教授による講演の様子 

掲載した事例を参考に、各学校や地域において、持続可能な産学連携を推進する体
制整備や人材育成について検討の参考にしてください。 


